
2022年 12月 28日 

  
「めいぎんポジティブインパクトファイナンス」の契約締結について 

～株式会社風岡のサステナブル経営をサポート～ 

名古屋銀行（頭取 藤原 一朗）は、株式会社風岡（代表取締役 風岡 俊亜）と「めいぎんポジテ
ィブインパクトファイナンス」の契約を締結いたしましたのでお知らせします。 
当行は、今後もグループ一体となり、銀行の既存のビジネスモデルに捉われない持続可能な収

益機会の創出及び付加価値の高いサービスを提供し、さまざまなお客さまの経営課題解決を通じ
て地域社会とともに未来を創造してまいります。 

記 

1．契約締結日 2022年 12月 28日（水） 

2．融 資 金 額 100百万円 

3．モニタリング期間 5年 

4．資 金 使 途 事業資金 

5．PIF評価書 添付資料をご参照ください 

※株式会社格付投資情報センター（R&I）のセカンドオピニオンは、下記URLをご参照ください。 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html 

 

6．株式会社風岡の概要 

代 表 者 風岡 俊亜 

本社所在地 愛知県津島市白浜町字下池 36-1 

業 種 塗装業 

設立年月日 1978年 9月 30日 

 

 

 
 

 

 

 

参考：「めいぎんポジティブインパクトファイナンス」の取り扱い開始について 

https://www.meigin.com/release/files/20220111meigin_PIF.pdf 

以 上 

＜記念盾贈呈式の様子＞ 

※写真撮影時のみマスクを外しております。 

株式会社風岡 

代表取締役 風岡 俊亜 氏 

株式会社名古屋銀行 

常務取締役 南出 政雄 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html
https://www.meigin.com/release/files/20220111meigin_PIF.pdf


 

  

ポジティブインパクトファイナンス評価書 

～ 株式会社風岡 ～ 

2022 年 12 月 28 日 

株式会社名古屋銀行 

法人営業部 法人コンサルティンググループ 
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はじめに 

株式会社名古屋銀行は、株式会社風岡に対し、めいぎんポジティブインパクトファイナンス（以下、

めいぎん PIF）を実行した。 

本件取組にあたって、株式会社名古屋銀行は国連環境計画金融イニシアティブ（以下、UNEP FI と

いう。）が策定した「ポジティブインパクト金融原則」及び、環境省が策定した「インパクトファイナ

ンスの基本的考え方」に則り、株式会社風岡の企業活動における包括的なインパクトを分析し、充実し

たサステナビリティ経営に向けた KPI を設定した。 

 

借入人概要 

借入企業 株式会社風岡 

所在地 愛知県津島市白浜町字下池 36-1 

従業員 60名 ※2022年 11月末時点 

売上高 2,064百万円  

事業内容 塗装業 

 

融資条件概要 

融資形態 証書貸付 

融資金額 100,000,000円 

資金使途 運転資金 

融資・モニタリング期間 5年 
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1. 企業概要 

 

 

 

①会社概要 

会社名 株式会社風岡 

創立年月 1972年 9月 

代表取締役 風岡 俊亜 

本店所在地 愛知県津島市白浜町字下池 36-1 

従業員数 60名 ※2022年 11月 30日時点 

決算日 8月 31日 

工場一覧 
白浜本社工場 ： 愛知県津島市白浜町字下池 36-1 

飛島工場   ： 愛知県海部郡飛島村大字新政成 11丁目 36-1 

関連会社 

有限会社明輝 ： 剥離業、サンドブラスト加工業 

株式会社楽創 ： バイク修理・販売業、飲食店及び宿泊施設の企画・運営業 

株式会社大豊 ： プラスチック製品の成型及び加工業 
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  ②沿革 

 

1972 年(昭和 47 年)9 月 
創業 風岡塗装工業所として風岡一が 

愛知県名古屋市中川区富田町戸田にて金属焼付塗装業を始める。 

974 年(昭和 49 年)8 月 
工場を愛知県名古屋市港区十一屋に移転、自動搬入装置を導入した

四尺物までの、量産物に対応した生産体制をとる。 

1978 年(昭和 53 年)9 月 有限会社 風岡塗装工業所として法人設立する。 

1993 年(平成 5 年) 5 月 

工場を愛知県海部郡飛島村大字新政成に移転 

自動搬入装置を大型化し、八尺物までの量産物に対応した生産体制

をとる。 

1998 年(平成 9 年)9 月 自動粉体塗装装置を導入する。 

2002 年(平成 15 年)11 月 業務拡大に伴い、資材置場に倉庫を建設する。 

2004 年(平成 16 年)7 月 

2004 年(平成 16 年)11 月 

本社を愛知県海部郡飛島村に移す。 

株式会社 風岡塗装に社名変更する。 

2005 年(平成 17 年)1 月 年中無休体制をとる。 

2005 年(平成 17 年)3 月 ISO9001：2000認証取得する。（建築塗装は除外） 

2005 年(平成 17 年)10 月 
倉庫を増築し社員寮、第二工場とし、大型半自動搬入装置を導入、

12Mまでの大物塗装ができるようになる。 

2006 年(平成 18 年)1 月 

2006 年(平成 18 年)6 月 

代表取締役風岡一が取締役会長に就任、代表取締役に、風岡一次が

就任する。 

年中無休を廃止し、24時間体制をとる。 

2007 年(平成 19 年)8 月 
第二工場敷地内に第三工場を建設、アッセンブリを主とした作業を

専門にできるようになる。 

2007 年(平成 19 年)10 月 
小型自動搬入装置を導入、四尺までの大きさの製品を効率よく生産

できるようになる。 

2007 年(平成 19 年)10 月 24時間体制を繁忙期のみに導入できる体制に変更する。 

2009 年(平成 21 年)11 月 ISO9001：2008へ移行。（建築塗装は除外） 
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2013 年(平成 25 年)5 月 第 2工場敷地を拡大し荷受体制を整える。 

2013 年(平成 25 年)12 月 第 2工場東に倉庫を建て第 2事務所を移設する。   

2014 年(平成 26 年)5 月 
第 2工場に大型洗浄装置を導入する。（平成 24年度ものづくり補助

金採択） 

2014 年(平成 26 年)9 月 
本社工場、屋根増築工事。明輝工場と梱包工場を移設。粉体塗料倉

庫を増築。 

2015 年(平成 27 年)7 月 株式会社 風岡に社名変更する。 

2015 年(平成 27 年)7 月 

取締役会長 風岡一が相談役に就任。 

代表取締役 風岡一次が取締役会長に就任、代表取締役社長に風岡

俊亜が就任。 

2016 年(平成 28 年)11 月 資本金を 5,000万円に増資。 

2018 年(平成 30 年)1 月 資本金を 8,600万円に増資。 

2018 年(平成 30 年)1 月 本社を愛知県津島市白浜町に移転。 

2018 年（平成 30 年）7 月 白浜本社工場に大型塗装ラインを導入。 

2019 年（令和 1 年）12 月 資本金を 9,000万円に増資。 

2021 年（令和 3 年）1 月 白浜社員寮 竣工。 

2021 年（令和 3 年）2 月 白浜本社工場、屋根増築工事。 

2021 年（令和 3 年）8 月 神尾倉庫 竣工。 

2021 年（令和 3 年）8 月 粉体塗装専用ライン新設。 
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③組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

取締役会長、取締役社長が事業ごとに分かれている㈱風岡グループの経営を統括しており、個々の法

人は機能別にて組織され効率的な運営が成されている。 

30歳代・女性の取締役登用や、各部門に配置されている課長に 20歳代・女性を登用する等、年齢や

性別に左右されることなく適切な人材配置と評価が行われている。 

  

㈱大豊

㈱楽創

生産管理部

情報システム部

営業部

総務部

品質管理部

運輸部

取締役会

取締役

会長

取締役

社長
㈱風岡

取締役

常務

㈲明輝
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④基本方針・経営理念 
 

 

●組織の一員として 

私達は、一人ひとりが誇りと責任を持ち、自らの役割を果たす事によりお互いの成長と、 

信頼できる職場を創ります。 

 

●お取引先に対して 

私達は、お取引先のニーズに合わせた品質・価格・納期を提供しつづけることによって、 

お互いの信頼を築き、共に成長できるよう行動します。 

 

●社会に対して 

私達は、ワークライフバランスを元にボランティア活動を積極的に行い地域社会に貢献するととも

に、魅力創造に努め、社会とのコミュニケーションをとり、よき企業市民として活動します。 

 

 

 

当社は塗装の目的である耐久性、美しさの為の装飾性の二つにこだわりをもちながら、環境に配慮し

た塗装設備と確かな塗装技術・品質で、地域社会と産業の発展に貢献することを目的として事業活動を

行っている。これらを達成するために、社員の成長は欠かせない要素であると考え、社員一人一人が自

主性と積極性を出せるような職場環境作りに努め、明るい職場で仕事を楽しみながら自分の役割に誇り

と責任を持つことで、自由な発想とチャレンジ精神が生まれ、新たな用途開発や、塗装技術の向上に繋

げている。 

顧客、取引先、社員とその家族、そして当社を取り巻くすべての人と共に成長していくために、上記

基本方針・経営理念を打ち立てている。 

 

基本方針 
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2. 事業内容 

 

当社は「溶剤焼付塗装」と「粉体焼付塗装」を主力に、工作機械や陳列棚、物流パレットから小物の

製品や部品まで、サイズ、物量、複雑な仕様や形状に対応できる設備と高い技術力で、顧客の多様なニ

ーズに、フレキシブルに応えている。 

引き取りから塗装、納品までを自社だけで一貫して行えることで高品質が維持されるのは勿論のこ

と、24 時間の塗装体制と自社トラックによるデリバリー即納システムにより業界内随一の「短納期」を

実現している。 

 

① 工業塗装部門 

（1）塗装技法 

当社では、有機溶剤を使用しない環境にやさしい粉体焼付塗装やメラミン、アクリルなどの溶剤を塗

装する溶剤焼付塗装などの一般塗装を主に行っている。 

一方で、焼付できないような大型製品には常乾塗装を施したり、他にも模様塗装・耐熱塗装、金属表

面処理加工など様々な塗装が行えるのも当社の強みの一つである。 

 

 

○特徴 

有機溶剤を使用しないため、作業者だけでなく環境に優しい塗装技法。高膜厚で塗膜強度に優れ、化学

薬品性、耐食性、耐候性を有している。粉体塗料にも樹脂の種類があり、使用目的に応じて使い分ける

ことができる。 

【粉体焼付塗装】 

有機溶剤や水などの溶媒を用いない 100%固形分の

粉末状（固体）の粉体塗料を使用して、粉の状態の

塗料を、粉体塗装ガンにて被塗物に吹き付け塗装す

る。塗装後は専用の焼付乾燥炉にて 160～200 度で

焼付ける。 
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○特徴 

【メラミン樹脂塗料】主に内装品、弱電部品に使用。身近な例では事務用机、ロッカー、金属製棚等。 

【アクリル樹脂塗料】各性能に優れた塗膜で主に外装品に使用。アルミサッシ、金属製パネル等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【溶剤焼付塗装】 

メラミン、アクリルなどの溶剤を、静電塗装ガンに

て吹き付け塗装する。 

塗装後は専用の焼付乾燥炉で 110～180 度で焼き付

ける。 

【常乾塗装】 

フタル酸、ウレタン、フッ素、ラッカーなどの溶剤を使

用して、吹き付け塗装する。 

主に乾燥炉に入らない大型製品や焼き付けできない製

品に使用する。 

【その他】 

模様塗装・耐熱塗装等、案件に応じて様々な塗装に対応

している。 
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（2）対象素材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電気通信】 

様々な環境で使用される工具・電気機器等の塗装を行なう。 

各電気機器メーカーからの直接取引も行っており、信頼の高

品質と蓄積されたノウハウをもって、美しく、かつ耐久性に

も優れた塗装製品を提供している。 

【陳列台】 

スーパーやデパート等で見かける陳列台・棚の塗装も取り扱

っている。 

この陳列台の上に、大切な商品が乗るということを意識し

て、当社では商品の引き立つ塗装（ツヤ消し塗装）など様々

なバリエーションに対応した塗装を提案している。 

【店舗・オフィス用品】 

オフィス用品では主に机や引き出しを取り扱うことが多い。 

机は特に表面のツヤやコーティングの美しさに気をつける

とともに、普通は目につかない引き出しの裏等もきっちり塗

装を行う。その為、美しさプラス錆びやキズ等にも強い塗装

が必要となる。その他、ロッカー等の大型のものにも対応可

能である。 

【医療関連】 

様々なニーズに対応している当社では、医療機器や介護用機

器（ベット・車イス等）の塗装も行う。介護用のベットなど

は大型のものが多いが、当社では問題なく対応している。 

医療関係の商品には衛生面のことを考え、塗装後は即梱包す

る等、塗装以外の面でも配慮した取組みをしている。 
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【エクステリア】 

家の外側のフェンス等、エクステリア関連の塗装も取り扱っ

ている。基本的にアルミ・ステン・各種金属関係の品物であ

れば、どのような形状・大きさのものでも塗装可能で、複雑

な形状の商品でも美しく仕上げ、外観を損ねない技術を保有

している。 

量産品だけでなく、高級一品物も塗装も可能である。 

【物流機器】 

塗料の耐久性が重要となる物流機器の塗装においても、当社

は数多くの実績を持っている。 

当社では焼付塗装にて色褪せやキズ等に強い塗装をしてお

り、特に粉体塗装では表面のコーティング効果の強さに優位

性がある。 

【工作機械】 

主に工作機械の化粧カバー面の塗装を行っている。粉体塗

装・溶剤塗装共に、顧客が指定する膜厚・色差・密着など全

ての要求に対応し、ロットによって多種多様な塗色を使い分

けている。 

【精密部品】 

対象表面の厚みを最適化し、細かい部分の塗装などもきっち

り塗り込める当社の高い技術レベルは、難しい精密機器の塗

装において大いに発揮され、顧客の信頼獲得に繋がってい

る。 
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（3）保有車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラック 

10ｔウイング車   5 台 

8ｔウイング車    1 台 

4ｔウイング車    3 台 

3ｔウイング車    1 台 

ワゴン車      1 台 

商用バン      2 台 

軽バン       3 台 

リフト 

3.5ｔ車      1 台 

3ｔ車        1 台 

2.5ｔ車      2 台 

2ｔ車       4 台 

1.5ｔ車      3 台 

リーチリフト 

1.5ｔ車     2 台 

【自動車部品】 

自動車関係では特に下地のプライマー処理を行っている。プ

ライマ－処理を美しく均等に塗ることで、塗装の密着度が向

上し、高い仕上がり品質に繋がると考えている。 

 

【オートバイ部品】 

従来のメラミン系塗装だけではなく、塗料の膜厚が高く、剥

がれにくくて高品質な粉体系塗装での対応が可能である。 

現在旧車関係のバイクのレストア依頼に応えるために、バリ

エーションも豊富に取り揃え、粉体では珍しいメタリック系

マジョーラカラーや蛍光色を常時取り揃えている。 
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（4）作業工程 
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② 建築塗装部門 

 

  

【一般建築塗装・独自の特殊クリア塗装】 

当社の施工は通常の塗装に加え、独自の特殊クリア塗装を行

っている。これにより通常８～１０年と言われる塗装寿命を

４～５年伸ばすことができ、長期利用に繋げている。 

 

■建築塗装の対象 

○店舗・オフィス 

○戸建・マンション・アパート 



   

16 

 

3. その他の活動 

① 品質への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は顧客満足の向上を目指して、環境と品質のマネジメントシステムの国際規格 ISO 9001の認証を

取得しているとともに、明確な品質方針を打ち立て厳格な管理体制を布いている。 

 

 

② 環境への取り組み 

地球温暖化対策の強化につながる CO2 削減を中心に、塗料や塗装を起因とする様々な環境問題に積極

的に取り組んでいる。 

 

●粉体塗料の使用 

環境配慮の観点から、有機溶剤を含まない「人と地球に優しい」粉体塗料を用いた塗装加工を推進。 

 

●エコドライブマイスター設置事務所 

平成 29 年 7 月 21 日、名古屋市よりエコドライブマイスター設置事業所（各事業所において、継続的

かつ効果的にエコドライブを推進しようとする企業として名古屋市が認定する制度）として認定を取

得。自社トラック点検を習慣づけて燃費管理し、エコドライブについて、より正確に評価する等更なる

取り組みを進めている。 

 

社用車には「エコドライブ宣言車です」というステッカーを貼付し、環境配慮の意識を常に持ちながら

日々の業務に努めている。 

  

 

当社は、「金属表面処理加工」技術の向上と品質システムの効果的な維持･

管理により、顧客の満足を追求することを宣言します。 

 

① 社会のニーズと顧客のニーズを充分に把握し最適な製品を提供します。 

② 独創性ある塗装製造プロセスの構築と確実な技術を提供いたします。 

③ 法令・規制・要求事項などを遵守し有効的・継続的な改善を図ります。 

④ 経済性の追求と適切な納期及び高い品質を提供いたします。 

⑤ 確かな実績から生まれた信頼と安心を提供いたします。 

⑥ 品質マネジメントシステムの改善・向上を図ります。 

⑦ 社員に対する教育及び意識向上活動を実施します 。 

品質方針 
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③ 従業員全員参加による改善体制 

    

当社では従業員より改善提案を募り、提案に対する評価・コメントを行い、実際に実行して改善し

たことについてのフィードバックを行う施策を導入している。品質向上、短納期実現、効率性の向上、

労働環境改善等、あらゆる分野において従業員全員参加で意見集約を行うことで、スピード感を持っ

て改革を進めることができるとともに、企業全体として常に PDCA サイクルを回す意識の醸成に繋が

っている。 

 

 

④ 人材育成 

    

【外部講習一覧】                      【表彰式風景】 

 

 人材育成面において、OJT・内部勉強会について注力するだけでなく、外部研修の受講について積極

的に推進している。従業員側からの要望を聞くのは勿論のこと、対象の従業員が今後必要となる知識・ 

ノウハウを見定めて講習を紹介する等により、個々のレベルに合わせた成長を促している。 

 また、危険物取扱者乙種 4 類や大型自動車免許取得者等の業務に関する資格取得者に対して、資格手 

当を付与しており、自発的な成長を促す体制を整えている。 

 他にも年に一度、当社全体で表彰式を開催しており、先述の改善提案で特に優秀な意見を出した従業

員や、永年勤務者を表彰することで組織活性化と士気向上に繋げている。 
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⑤ ワーク・ライフ・バランスへの取り組み 

 

  

 

 

 

 

 

⑥ 女性活躍 

    

 

 女性が活躍できる場を提供し、公平な目で評価・登用が行われているのも当社の特徴の一つである。女

性の役員、管理職、作業員、事務と各分野で女性が活躍しており組織活性化に繋げている。女性の活躍を

認める企業文化が根付いていることに加え、本社近くに児童発達支援施設「Ｙくまーず未来 Kazaoka 津

島」を運営しており、小さな子どもを育てている女性従業員が福利厚生の一環として利用することが可

能である。 

以上の施策により、女性従業員の定着率が高まるだけでなく、結果として優秀な女性人材の新規採用に

も繋がるといった好循環が形成されていることで、先進的なダイバーシティを実現している。 

 

名古屋市ではワーク・ライフ・バランスを推進する取組みに

ついて一定の基準を満たす企業等を「名古屋市ワーク・ライフ・

バランス推進企業」として認証している。 

当社は①就労による経済的自立が可能な社会を目指した取

組み、②健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会を目

指した取組み、③多様な働き方・生き方が選択できる社会を目

指した取組み、以上 3 点における基準を満たし平成 29 年 7 月

に上記認証を取得している。 
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⑦ 太陽光発電の利用 

 
 

 

 

⑧ SDGs 登録証 

 

  

白浜の本社工場の屋根一帯には、自家消費型の

太陽光発電が設置されており、工場における日中

の電気使用量の約半分を担っている。「自家消費

型」とは、太陽光発電システムで生み出した電力

を自社で利用するいわゆる電気の「自産自消」を

指し、経費削減効果を生み出すとともに、環境面

においてポジティブインパクトを拡大させてい

る。 

愛知県では、SDGs の達成に向けて取り組む企

業・団体等を登録し、企業等の取組を「見える化」

することで、SDGs に関する具体的な取組を促進す

ることを目的とした制度を施行しており、当社は 

下記要件を満たし 2022年 10月に登録されている。 

 

①経済・社会・環境の３側面すべてに関わる取組を

実施していること 

②実施している取組について、具体的な目標を設定

し、ＳＤＧｓのゴールと紐付けていること 

③ＳＤＧｓの取組を自社のホームページや会社案

内等で発信していること 
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4. インパクトの特定 

①インパクトマッピングによるインパクト分布 

名古屋銀行は事業性評価におけるビジネスモデル（非開示）により株式会社風岡の主要、関連業種を特

定し、UNEP FI が推奨するインパクトマッピングからポジティブインパクト及びネガティブインパクト

の分布を調査した。株式会社風岡の業種カテゴリは多岐に渡る為、分布図は主要業種の掲載に限定する。 

分布図中の「★★」は重要な影響があるカテゴリ、「★」は影響があるカテゴリを示す。株式会社風岡

の事業活動については「★★」「★」の影響をすべて検討する。川上・川下の事業活動については株式会

社風岡が直接関与できないため次の事項を検討する。 

ポジティブ面では川上・川下の事業でポジティブな影響の促進やネガティブな影響の緩和に株式会社風

岡の事業が貢献できることがないか検討する。 

ネガティブ面では川上・川下の事業において重要な影響があるか影響が及ぶ地域での対応のニーズが

強いカテゴリについて、取引関係の管理などを通じて緩和に貢献できるか検討する。 

分析の対象となる事業活動がインパクトマッピングの業種分類に含まれる特定の事業の場合、当該事

業とは無関係なインパクトカテゴリについては検討しない。 
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②インパクト分布図 

・川上の企業 

 

 川上企業としては、仕入のうち大きな割合を占めている塗料の卸売業者、設備稼働に不可欠なガス燃

料の配給・卸売業者、外注業者である塗装業者が該当し、ポジティブインパクトとしては、『住居』『健康・

衛生』『雇用』『エネルギー』『移動手段』『包括的で健全な経済』『経済収束』が確認された。（表の中で確

認される『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』については、再生材料の卸売に関連するもののため、本

件の塗料卸売業者との関連は薄いものと考え対象外としている） 

一方で、ネガティブインパクトとして『健康・衛生』『雇用』『水（質）』『大気』『土壌』『生物多様性と

生態系サービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』について確認された。製品に塗装や加工を施す

過程、製品を輸送する過程、燃料を供給する過程等で排出される汚染物質、廃棄物が要因と考えられる。  

当社としては、適切な環境対応を実施している企業との取引を優先的に拡大していくことでガティブ

インパクト縮小を図っている。 

 

 

 

【 】 【 】 【 】 【 】

水（入手）

食料

住居

健康・衛生

教育

雇用

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候

廃棄物

包括的で健全な経済

経済収束

インパクトカテゴリ
金属の処理・塗装・

機械加工業

2592

川上の事業

46694661

固形・液体・ガス燃料

及び関連製品卸売業

★ ★

Positive Negative

ポジティブ

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★

ポジティブ ネガティブ

Positive Negative

★

ネガティブ

廃棄物・スクラップ及

び他に分類されないそ

の他の製品の卸売業

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★ ★

★ ★

★

★

★ ★★ ★

★

★

★

★

★

★

★

★

3520

ガス製造業、導管に

よるガス燃料配給業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★

★ ★★

★ ★

★★

★

★

★

★★

★★

★★

★★

★

★
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・同社事業、川下の事業 

 

●同社事業  

当社の事業におけるインパクトについては上記の通りであり、『水（入手）』『雇用』『水（質）』『大気』

『土壌』『生物多様性と生態系サービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』『包括的で健全な経済』

についてポジティブインパクトが確認された。 

特に、まだ機能として問題がないにも拘らず長期使用により塗装が劣化した製品に対し、新たな塗装を

施すことで製品寿命を長期化させる修理業の分野は、資源の効率的利用を促し環境面において広範囲の

インパクトを及ぼしている。 

また、当社が業界内での地位を確立し、ポジティブインパクト創出の主な要因となっているのは「柔軟

な対応力」と「業界随一の短納期化」の 2点である。 

①50年の業歴の中で培われてきた高い技術とノウハウを駆使し、数千種類にも及ぶ塗料を揃えること 

で対象物の大きさや素材等に関係なく対応できる柔軟な体制が構築されている。 

②24時間稼働の工場と自社便による配送網を持っていることで、ワンストップの一貫受注体制を築き、 

業界内でも随一の短納期化を実現している。 

【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

水（入手）

食料

住居

健康・衛生

教育

雇用

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候

廃棄物

包括的で健全な経済

経済収束

川下の事業

★

★★

★

★ ★

★

★ ★

2790 3290

★

4659

その他機械器具卸売業
その他の電気機器

製造業

他に分類されないその

他の製造業

Positive Negative

3311

金属製品修理業

Positive Negative

ポジティブ

Positive Negative Positive Negative

ネガティブ

インパクトカテゴリ

2592 2710

Positive Negative

金属の処理・塗装・機

械加工業

電動機、発電機、変圧

器、配電及び制御装置

製造業

ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ

Positive Negative

ポジティブネガティブ ポジティブ ネガティブポジティブ ネガティブ

★ ★★ ★ ★

★★

★ ★ ★★ ★

★ ★

★ ★ ★

★

★

★

★ ★

★

★ ★★

★★ ★

★

★

★ ★ ★

★★ ★

★ ★★

同社事業

★

★ ★

★

★

★ ★

★
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 上記要因をそれぞれ保持するのみでも通常は差別化に繋がるが、当社については 2 点を両立させるこ

とで更に模倣困難性を高めており、代替不可能な企業としてサプライチェーンの基盤を支えている。 

一方で、当社の事業におけるネガティブインパクトについては、『雇用』『水（質）』『土壌』『資源効率・

安全性』『気候』『廃棄物』の分野で確認された。塗装を行う際に排出される有害物質の影響が主な理由で

あるが、当社では有機溶剤を含まない「人と地球に優しい」粉体塗料を積極的に使用・推進することと、

廃棄物の適正処理や環境関連の法令順守等を行うことで、ネガティブインパクトの縮小を図っている。 

 

●川下の事業 

川下の事業におけるインパクトは上記の通りであり『雇用』『エネルギー』『包括的で健全な経済』にお

けるポジティブが確認されたが、当社努力では拡大が難しい分野である。 

一方、ネガティブインパクトについては『雇用』『水（質）』『大気』『土壌』『資源効率・安全性』『気候』

『廃棄物』といった環境面におけるものが確認された。製品サイクルが進む中で生じる部分については、

当社の高技術によって適切な塗装を施すことで、製品の塗装寿命を延ばし長期利用に繋げることでイン

パクトの縮小を図っていく。 
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尚、特に重要なインパクトカテゴリと対応するＳＤＧｓのゴールは、下記の通りである。 

※対応するＳＤＧｓのゴール 

    
 

③国内のインパクトニーズ 

 環境省が策定した「インパクトファイナンスの基本的考え方」における国内のインパクトニーズは下

記の図によって表される。特に取り組むべき SDGs を赤色、取り組むべきであるが不十分な SDGs を

黄色、その他を緑色としているものである。 

名古屋銀行が特定した株式会社風岡のインパクトと対応する SDGs のゴール「3、9、12」について、赤

色もしくは黄色のゴールに該当するものとなっており、国内のインパクトニーズとの整合的である。  
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5. 測定するＫＰＩ 

①生産性向上と BCP対策面の強化（ポジティブ拡大） 

 

 

②品質の維持（ポジティブ拡大） 

 

 

③労働環境の整備（ポジティブ拡大、ネガティブ縮小） 
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④環境に配慮した業務への転換・促進（ポジティブ拡大、ネガティブ縮小） 
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6. インパクトの管理体制 

 株式会社風岡は風岡社長を中心としてサステナビリティ経営充実の為の施策を各事業部及び法人本部

が連携してＳＤＧｓの施策を検討・実施・検証する体制が整っている。 

 めいぎん PIFにおけるインパクトについては、と法人本部が中心となり、管理・達成へ向けた施策を実

施する。 

      インパクト管理者 

最高責任者 代表取締役 風岡 俊亜 

管理責任者 法人本部 久野 智香 

管理部署 法人本部  

 

7. モニタリング方法 

株式会社風岡に対するめいぎん PIF のモニタリングは、インパクト管理者と名古屋銀行の担当者（法

人営業部サステナビリティ推進担当及び営業店担当者）により年 1回以上の協議を通して実施する。年 1

回以上の協議は、下記のプロセスで行われる。 

 

項目 内容 

1.内容報告・実績開示 設定した KPIの達成度を確認する。 

2.検証・精査 達成度について開示された情報を名古屋銀行が確認する。 

3.修正の検討 達成度・進捗度を検証し KPIの修正を検討する。 

4.追加の検討 形骸化を防ぐ為、KPIの追加や削除を検討する。 

名古屋銀行は上記のプロセスにおいて、自行のサポート及びアドバイスを実施する。また、モニタリン

グ実施状況については、株式会社格付投資情報センターに対し、包括的な年次レビューを受ける。 

 

8. 総括 

 株式会社風岡の事業内容及びインパクト調査の結果、手がける事業それぞれにポジティブ及びネガテ

ィブな影響を確認した。株式会社風岡が KPI 達成を目指すことで社内、地域社会及び地球環境全体への

大きな貢献が想定され、UNEP FI の「ポジティブインパクト金融原則」、ＥＳＧ及びＳＤＧｓの観点か

らも十分な適合性を確認した。 


